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　2018年、若干15歳だった環境活動家グレタ・トゥーン
ベリさんがCOP24で演説を行ったことが世界中で多く
の注目を浴びました。グレタさんに共感した人たちによる
ストライキ「グローバル気候マーチ」が世界的なムーブメ
ントとなるなど、環境保護への切迫した思いを訴えるグレ
タさんの活動は、持続可能な未来を希求する若者世代の
共感を集めています。

　ピュー・リサーチ・センターが2015年と2021年に複数
の国で「自分が生きている間に気候変動による悪影響を
受ける心配があるか」という質問をしたところ、多くの国で

「とても心配だ」と回答した人の割合が増加していたもの
の、日本のみ8ポイント減少しています（資料1）。他国の
危機意識が上がっているものの、日本では2015年時点
に比較的高かった危機意識が下がり、他国に比して関心
が低くなっているのです。同センターでは、気候変動を軽
減するために自分のライフスタイルを変えるかどうかに
ついても質問を行っています。日本は、調査対象の17か
国の中で「変える」と回答した人が最も少なく、最下位で
した。

　2021年公表の内閣府「気候変動に関する世論調査」
（調査は2020年）では、環境問題に「関心がある」「ある程
度関心がある」人の合計割合が最も少ないのが18～29
歳でした（資料2）。特に「関心がある」割合は20％に過ぎ
ず、70歳以上の3分の1以下です。「関心がある」割合が
最も多いのは70歳以上の層で、2016年の結果（調査は
2015年）と比較すると49.3%から61.1%と大きく増加し
ています。
　環境活動を行う若者にスポットライトが当てられること
は多いですが、日本人の環境意識は国際的に見て高くな
く、中でも若者は低い傾向にあります。環境問題の重要性
について、いま一度認知の促進が求められます。
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資料1 生きている間に受ける気候変動による悪影響が
とても心配だと答えた人の割合比較

（出所）   Pew Research Center(2021) 「In Response to Climate Change, Citizens in 
Advanced Economies Are Willing To Alter How They Live and Work」より
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資料2 地球温暖化問題に対する世代別の関心度

（出所）   内閣府(2021)「気候変動に関する世論調査」より第一生命経済研究所作成
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